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要約 

・ 対象は、2020 年 3 月 4 日〜3 月 25 日に入院した COVID-19 肺炎

患者連続 99 例である。 

・ 平均年齢は 67±12 歳、80 人（81％）が男性であった。 

・ 心疾患の既往歴のある53 例と心疾患のない 46 例と比較した。 

・ 心疾患の既往歴として、心不全が40％、心房細動が36％、冠動脈

疾患が 30％であった。 

・ 26％の患者が死亡、15％が血栓塞栓性イベント、19％が急性呼吸

窮迫症候群、6％が敗血症性ショックを発症した。 

・ 死亡率は、心疾患の既往歴を有する患者の方が他の患者と比べ

て高かった（36％ vs 15％、相対リスク2.35；95％信頼区間 1.08～

5.09）。 

・ 入院中の血栓塞栓性イベント（23％ vs 6％）および敗血症性ショッ

クの発生率（11％ vs 0％）も心疾患で高かった。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

・ 心疾患を併発し、COVID-19 を有する入院患者は、心疾患既往歴

のない被験者に比し、予後が極めて悪い。 

・ 心疾患の既往がある COVID-19 患者の理学療法では、血栓塞栓

イベント、敗血症性ショックの発生に注意すべきである。 


